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研究成果の概要 

環境温度が低く食糧確保が困難な冬期に、一部の内温動物は自発的に torpor と呼ばれる低体

温・低代謝状態に入ることで、消費エネルギーを節約して生き延びる。本研究では、寒冷環境

(16℃)で絶食させたマウスが一時的に体温を 10℃程度下げて torpor に入ることをモデルとして、

torpor を制御する生体多感覚システムの情報統合原理の解明を試みる。作業仮説として、寒冷環

境あるいは絶食をそれぞれ単独に与えた際には活性化せず、寒冷環境と絶食が同時に与えられ

た時のみ活性化する脳領域が、寒冷温度と飢餓の多感覚情報の統合に関わるのではないかと考

えた。そこで、(I) 環境温度 31℃で餌あり、(II) 環境温度 31℃で餌なし、(III) 環境温度 16℃で餌

あり、(IV) 環境温度 16℃で餌なし(torporがおきる条件)の 4条件でマウスを準備し、これら 4群(そ

れぞれ n=4)のマウスから脳を採取した。次いで、活性化した神経細胞のマーカーに対する抗体を

用いた免疫組織化学染色により、これらの脳を解析した。その結果、視床下部の複数の神経核が

torpor時に活性化すること見つけるとともに、それらの神経核の分子マーカーを同定した。次いで、

これらの神経細胞の活動を人為的に操作した結果、torporの開始、維持、終了に関与することを明

らかにした。また、in vivo カルシウムイメージングにより、これらの神経細胞が torpor の開始前およ

び最中に強く活性化することを明らかにした。 
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